
生理検査の精度管理は検体検査のように標準物質があるわけではない。そのため技師の技術や知

識を一定の水準で維持し施設内または施設間で技師間のばらつきを是正する目的で精度管理を行

う必要がある。生理検査分門における精度管理は臨床検査精度管理調査からも分かるようにそれ

ぞれの分野の知識を問われることが多い。その度に、解答が合っているのか、技師間で解答が異

なる場合どのように合わせるのか、という場面に遭遇することが少なくない。特に、神経生理分

野の検査数は他の生理検査と比較し少ない傾向にあり、各技師が症例を経験する機会も多くはな

いと思われる。その中で、どのように知識を得て各々がスキルアップを図るのか、また知識の精

度が保てるようにどのような工夫を行うべきであるのか、現状を踏まえた上で今後の展望を含め

て考えていきたい。
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